３　特別支援学校（国・公立）・特別支援学級在籍児童生徒数等

特別支援学校に在籍する児童生徒の中では、知的障害の児童生徒が最も多く、全生徒数の約74％となっています。また、卒業生の進路状況では、毎年、卒業生の約６割が福祉施設等を利用しています。

■　表Ⅱ－３－１　　特別支援学校（国・公立）障害種別児童生徒数（H20.5.1現在）
	
	視覚障害
	聴覚障害
	病弱
	肢体不自由
	知的障害
	計

	小学部
	４ 
	９ 
	10 
	46 
	99 
	168 

	中等部
	１ 
	８ 
	９ 
	33 
	169 
	220 

	高等部
	１年
	４ 
	３ 
	６ 
	14 
	96 
	123 

	
	２年
	２ 
	２ 
	３ 
	10 
	99 
	116 

	
	３年
	３ 
	４ 
	３ 
	15 
	85 
	110 

	
	小計
	９ 
	９ 
	12 
	39 
	280 
	349 

	合　計
	14 
	26 
	31 
	118 
	548 
	737 


■　表Ⅱ－３－２　特別支援学級児童生徒数（H20.5.1現在）
	
	弱　視
	難　聴
	言　語

障　害
	病弱・
身体虚弱
	肢　体

不自由
	知　的

障　害
	情　緒

障　害
	計

	小学校
	17
	22
	４
	25
	64
	322
	205
	659

	中学校
	４
	６
	０
	８
	17
	93
	90
	218

	合　計
	21
	28
	４
	33
	81
	415
	295
	877
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■　図Ⅱ－３－１　特別支援学校卒業生の進路状況
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